
令
和
七
年
四
月
十
日
（
木
）
「
第
五

十
四
回
総
会
」
を
清
滝
の
季
潤
舎
に
お

い
て
、
三
十
二
名
の
参
加
で
開
催
し
、

終
了
後
懇
親
会
を
実
施
し
た
。

総
会
は
、
長
尾
副
会
長
の
開
会
宣
言

に
よ
り
始
ま
り
、
田
中
会
長
の
挨
拶
に

続
い
て
来
賓
の
皆
様
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

尚
、
福
田
あ
き
お
代
議
士
が
国
会
の

た
め
秘
書
の
羽
瀬
広
大
氏
が
出
席
さ
れ
、

代
議
士
の
祝
辞
を
代
読
さ
れ
た
。

◆

田
中
会
長
挨
拶
の
要
旨

最
初
に
来
賓
の
方
々
に
謝
辞
を
述
べ

た
後
、
今
期
は
狂
乱
物
価
と
い
え
る
状

況
が
続
き
私
た
ち
の
生
活
を
追
い
つ
め

て
い
る
。
さ
ら
に
、
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
よ
り
景
気

の
見
通
し
に
赤
信
号
が
点
灯
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ

私
た
ち
は
よ
り
一
層
の
つ
な
が
り
を
築

き
生
活
を
守
る
活
動
が
大
切
で
あ
る
。

県
退
職
者
連
合
並
び
に
古
河
労
組
日
光

支
部
の
方
針
を
中
心
に
、
活
動
を
進
め

目
的
達
成
を
進
め
る
。
会
員
の
皆
様
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま

す
。

◆

来
賓
挨
拶
の
要
旨

〇
有
野
栃
木
県
退
職
者
連
合
会
長

日
精
会
は
会
員
の
温
か
さ
の
中
で
活

発
に
活
動
し
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

世
界
は
ト
ラ
ン
プ
に
よ
る
民
主
化
の
後

向
き
な
ど
不
安
定
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

高
齢
者
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
要

望
書
の
提
出
や
参
議
院
選
挙
に
活
動
し

て
行
く
。

〇
齋
藤
古
河
電
工
労
組
日
光
支
部
執
行

委
員
長

若
年
労
働
者
が
減
少
し
人
材
確
保
が

困
難
な
中
で
高
齢
者
の
ス
キ
ル
を
生
か

す
た
め
に
、
今
年
の
四
月
か
ら
定
年
が

六
十
五
歳
に
延
長
さ
れ
た
。
今
年
の
春

闘
は
世
間
並
み
の
水
準
を
要
望
し
確
保

で
き
た
。
企
業
内
活
動
と
共
に
地
域
の

皆
様
と
連
携
し
た
活
動
も
進
め
る
。

〇
高
松
古
河
電
工
日
光
事
業
所
長

古
河
グ
ル
ー
プ
は
昨
年
は
創
立
百
四

十
周
年
を
迎
え
、
年
末
に
は
新
ブ
ラ
ン

ド
が
採
用
さ
れ
古
河
の
ロ
ゴ
が
英
文
に

統
一
さ
れ
る
。
今
年
の
新
入
社
員
は
二

十
一
名
で
あ
る
。
操
業
の
見
通
し
は
七

～
八
割
と
厳
し
く
、
メ
モ
リ
ー
デ
ィ
ス

ク
は
輸
出
の
好
調
が
継
続
し
て
い
る
が
、

ト
ラ
ン
プ
関
税
な
ど
に
よ
る
為
替
変
動

の
影
響
を
警
戒
し
て
い
る
。
今
年
も
八

月
一
日
に
和
楽
踊
り
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
日
光
事
業
所
の
強
み
は
、
今

ま
で
築
い
た
技
術
力
と
和
楽
の
精
神
で

あ
る
。

〇
福
田
あ
き
お
代
議
士
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

昨
年
の
選
挙
で
は
温
か
い
ご
支
援
を

賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
「
不
公

平
な
税
制
の
抜
本
的
改
革
で
未
来
を
つ

く
る
財
源
を
捻
出
す
る
会
」
な
ど
を
通

し
て
す
べ
て
の
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
提
言
・

行
動
を
し
て
行
く
。

〇
神
山
な
ん
た
い
地
域
協
議
会
議
長

活
動
方
針
に
そ
っ
て
各
選
挙
活
動
に

取
り
組
む
の
で
協
力
を
よ
ろ
し
く
。
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
毎
年
鹿
沼
、
日

光
、
塩
谷
の
順
で
七
月
に
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し

て
お
り
、
来
年
は
日
光
市
区
な
の
で
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

〇
青
田
よ
し
ひ
と
日
光
市
議
会
議
員

四
月
か
ら
清
滝
二
丁
目
地
区
の
自
治

会
長
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

市
の
財
政
が
厳
し
く
公
共
施
設
な
ど

の
維
持
管
理
が
大
変
で
、
今
年
度
で
道

の
駅
に
あ
る
船
村
徹
記
念
館
の
閉
館
が

決
定
し
、
文
化
会
館
の
建
替
に
つ
い
て

も
凍
結
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
日
精
会

の
皆
様
の
ご
意
見
な
ど
を
肝
に
銘
じ
な

が
ら
議
員
活
動
し
て
行
く
。

〇
田
村
中
央
労
働
金
庫
鹿
沼
支
店
長

店
舗
が
縮
小
さ
れ
て
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
る
。
店
舗
の
数
を
カ
バ
ー
す

る
た
め
労
金
で
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
手
数
料

を
無
料
に
し
て
い
る
の
で
、
経
費
の
節

約
に
な
る
為
ご
利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

〇
片
沢
全
労
済
・
栃
木
県
推
進
本
部
北

西
エ
リ
ヤ
推
進
課
長

ス
マ
イ
ル
共
済
（
火
災
保
険
）
の
案

内
を
配
布
し
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
。

火
災
保
険
で
注
意
す
る
こ
と
は
、
一

人
暮
ら
し
で
賃
貸
住
宅
に
入
る
と
き
に

不
動
産
業
者
か
ら
火
災
保
険
を
す
す
め

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
大
家
の
保
障
が
主

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
会
社
な
ど
の

寮
な
ど
に
入
る
と
き
会
社
な
ど
か
ら
進

め
ら
れ
る
時
が
す
く
な
い
た
め
忘
れ
て

し
ま
う
時
が
あ
る
の
で
、
親
戚
の
人
や

知
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
あ
る
。

来
賓
の
方
々
は
挨
拶
の
後
退
場
し
、

東
町
支
部
の
太
田
啓
三
さ
ん
を
議
長
に

選
任
し
本
会
議
に
入
っ
た
。

中
村
事
務
局
長
よ
り
「
活
動
経
過
」
、

福
田
会
計
よ
り
「
決
算
報
告
」
、
高
久
監

査
よ
り
「
監
査
報
告
」
が
な
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
新

年
度
「
活
動
方
針
（
案
）」「
予
算
（
案
）」

に
つ
い
て
、
田
中
会
長
及
び
福
田
会
計

よ
り
上
程
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
会
員
減
少
の
対
策
に

つ
い
て
意
見
が
だ
さ
れ
た
が
、
本
部
役

員
な
ど
で
対
策
を
実
行
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

そ
の
後
、
懇
親
会
に
入
り
、
和
や
か

に
雑
談
を
し
な
が
ら
会
食
し
会
員
各
位

の
絆
を
深
め
た
。

日精会たより №１８９ ２０２５年(令和７年) ７月1

国
内
で
は
物
価
高
騰
、
海
外
で
は

ト
ラ
ン
プ
王
の
関
税
問
題
が
吹
き

荒
れ
「
ひ
の
も
と
」
は
苦
難
の
年

に
な
っ
て
い
る
。
◇
昨
年
か
ら
の

物
価
高
騰
の
中
、
と
り
わ
け
て
主

食
の
コ
メ
は
、
令
和
の
米
騒
動
以

後
は
品
薄
感
か
ら
、
年
初
の
２
倍

の
価
格
に
高
騰
し
現
在
に
至
り
、

コ
メ
生
産
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に

し
た
。
備
蓄
米
の
放
出
も
効
果
も
な
く
、
４

月
末
に
小
売
店
に
届
い
た
放
出
米
は
32
％
と

の
事
。
後
手
ご
て
の
対
応
で
、
直
ち
に
消
費

者
に
届
け
る
政
治
の
意
志
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

生
産
数
量
の
問
題
や
流
通
シ
ス
テ
ム
の
旧
態

依
然
の
体
制
の
中
、
早
急
の
見
直
し
が
必
要

と
思
う
。
や
る
気
の
な
い
よ
う
に
見
え
る
農

相
は
コ
メ
発
言
で
更
迭
さ
れ
た
。
政
府
が
価

格
は
市
場
原
理
で
と
し
て
い
る
が
、
適
正
価

格
は
幾
ら
？
◇
超
２
大
国
ロ
シ
ア
と
ア
メ
リ

カ
は
大
国
が
ル
ー
ル
を
決
め
る
と
ば
か
り
に
、

誇
り
も
捨
て
、
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
行
動
で
混

乱
が
続
く
。
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武

力
行
使
を
継
続
し
停
戦
に
は
ほ
ど
遠
い
。
ア

メ
リ
カ
は
自
国
第
一
主
義
を
掲
げ
自
由
貿
易

か
ら
保
護
主
義
に
転
換
し
、
全
世
界
を
相
手

に
経
済
戦
争
を
仕
掛
け
、
朝
令
暮
改
も
厭
わ

ず
相
互
関
税
と
為
替
を
武
器
に
お
尻
に
キ
ス

を
さ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。
中
東

で
は
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
実
力
を
充
分
に

発
揮
し
た
。
石
破
総
理
に
は
、
妥
協
点
を
見

出
し
、
最
適
な
お
土
産
で
日
本
の
産
業
と
国

民
を
守
っ
て
欲
し
い
◇
物
価
高
騰
対
策
は
既

に
、
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
が
決
ま
っ
て

い
る
が
、
一
万
円
札
に
羽
が
は
え
飛
ん
で
い

く
。
参
議
院
選
挙
を
控
え
与
野
党
で
、
現
金

給
付
や
消
費
税
減
税
等
が
国
会
で
論
議
さ
れ

て
い
る
が
勢
力
伯
仲
で
も
、
場
当
り
の
対
応

は
止
め
て
、
国
民
の
生
活
を
守
る
議
論
を
望

み
た
い
。

（
Ｍ
・
Ｓ
）

日
精
会
た
よ
り

本 部 の 主 な 動 向

わ ら く い け

第
五
十
四
回
定
期
総
会

さ
ら
な
る
物
価
高
で
の
総
会

出

席

さ

れ

た

ご
来

賓

の

皆

様(

略

敬

称)

◎
県
退
連

学
習
会
（
宇
都
宮
）

２
月
26
日

田
中
他
４
名

幹
事
会
（
宇
都
宮
）

3
月
17
日

長
尾

学
習
会
（
那
須
野
が
原
方
面
）

5
月
13
日

長
尾
・
荒
川
・
中
村

◎
な
ん
た
い
地
協

新
春
の
つ
ど
い

1
月
25
日

田
中

メ
ー
デ
ー
（
塩
谷
総
合
運
動
公
園
）
4
月
26
日

田
中
・
長
尾

◎
日
精
会
総
会
（
季
潤
舎
）

4
月
10
日

32
名
参
加

◎
役
員
会
議

12
月
18
日
・
1
月
15
日
・
２
月
12
日
・
3
月
５
日

3
月
14
日
（
合
同
役
員
会
）
・
5
月
27
日

５月現在

1０２名

会 員 状 況

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発

行

責

任

者

田
中
一
男

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

栃
木
県
退
職
者
連
合
会
長

有
野
一
良

古
河
電
工
労
組
日
光
支
部
執
行
委
員
長

齋
藤

大
輔

古
河
電
工
日
光
事
業
所
長

高
松
一
弘

衆
議
院
議
員
福
田
あ
き
お
代
議
士
秘
書

羽
瀬

広
大

な
ん
た
い
地
域
協
議
会
議
長

神
山

智
之

日
光
市
議
会
議
員

青
田

よ
し
ひ
と

中
央
労
働
金
庫
鹿
沼
支
店
長

田
村

光
英

全
労
済
・
栃
木
県
推
進
本
部
北
西
エ
リ
ヤ
推
進
課
長

片
沢
勝
信



《
将
棋
部
》

第
３
回
将
棋
大
会
を

12

月

14
日
６
名
の
参
加
で
開

催
し
、
同
一
相
手
と
２
局

を
指
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
し
た
。

優
勝

竹
尾
広
三
（
森
友
）

二
位

斉
藤
治
一
（
大
沢
西
）

三
位

福
田
辰
美
（
森
友
）

（
部
長

薄
井
和
彦
）

《
グ
ラ
ウ
ン
ドゴ

ル
フ
部

》

5
月
21
日
、
大
谷
川
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
に
お
い
て
17
名
の
参
加

グ
ラ
ン
ド
整
備
の
た
め
開
始
が
遅
れ

た
が
、
五
月
晴
れ
の
中
最
高
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
て
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド

し
、
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

優
勝

田
中

貞
夫

（
今
市
北
）

二
位

渡
辺
治
夫

（
安
良
沢
）

三
位

岩
本

文
夫

（
安
良
沢
）

（
部
長

児
玉

進
）

連
続
優
勝

田
中

貞
夫

（
今
市
北
）

五
月
晴
れ
、
そ
し

て
、
最
高
の
グ
ラ
ン

ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
メ
ン
バ
ー

に
恵
ま
れ
楽
し
く
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
前
回
に
続
き
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
か
連
続
と

は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
愛
し
、
多
く
の
会
員
の

皆
様
と
健
康
増
進
の
為
に
楽
し
ん
で
続

け
て
行
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
役
員
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

《
歩
こ
う
か
い
部
》

後
期
は
未
定

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

 

第
２
回

 
10
月

29
日
（
水
）

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

 

第
２
回

 
10
月

8
日
（
水
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

 

第
２
回

8
月

30
日
（
土
）

第
３
回

12
月

13
日
（
土
）

《
囲
碁
部
》

星
部
長
宅
  

第
２
回

11
月

8
日
（
土
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

 

 今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時
30
分
集
合

第
２
回

10
月

16
日
（
木
）

《
女
性
部
》

未
定

☆
 
３
月
再
入
会
   

  

篠
原
勝
男
さ
ん
（
大
沢
東
支
部
）

日精会たより №１８９ ２０２５年(令和７年) ７月2

新
入
会
員
紹
介

各
部
行
事
予
定

◇期日
8月1(金）午後7時より

例年通りにお休み処を設置し、飲み物などを
用意してお待ちしております。お立
ち寄りください。

飲酒運転は厳禁

和 楽 踊

四
月
二
十
四
日
九
時
三
十
分
、

磐
梯
日
光
店
に
二
十
四
名
が
参

加
し
、
好
天
の
中
、
玄
梅
正
明

（
久
次
良
支
部
）
さ
ん
の
案
内

で
、
十
の
史
跡
を
巡
り
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
玄
梅
さ
ん
か
ら
詳

し
い
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、

磐
梯
日
光
店
に
戻
り
、
栗
お
こ

わ

葵

御

膳

（

湯

波

が

メ

イ

ン

）

の

昼

食

に

舌

鼓

を

し

て

解

散

し

た

。

参

加

者

か

ら

非

常

に

好

評

で
有
意
義
な
一
日
で
あ
っ
た
。

《
主
な
見
学
史
跡
》

☆
青
龍
神
社

西
町
五
社

1.8
m
の
四
方
流
れ
造
り
の
大
き

く
な
い
神
社
で
善
女
龍
王
と
か
青

龍
大
権
現
と
も
呼
ぶ
。
水
を
司
る

神
で
明
応
7
年
（
1
4
9
8
）
の
御

神
影
が
あ
り
、
境
内
の
鳥
居
は
江

戸
時
時
代
初
期
の
も
の
で
あ
る
。

寂
光
を
開
基
し
た
弘
法
大
師
空
海

が
、
仏
法
の
守
護
神
と
し
て
中
国

か
ら
京
都
の
醍
醐
に
勧
請
し
た
も

の
を
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
日
光
に

分
祀
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
神

社
前
に
は
素
朴
な
造
り
の
狛
犬
が

一
対
あ
り
銘
文
に
は
万
治
元
年
（
1

6
5
8
）
「
天
狗
」
と
あ
る
。

雨
乞
い
を
願
う
神
社
は
多
い
が
、

こ
の
神
社
は
「
晴
天
」
を
願
う
珍

西

町

史

跡

巡

り

＆

食

事

会

し
い
神
社
で
も
あ
り
二
荒
山
神
社

の
弥
生
祭
や
東
照
宮
の
春
・
秋
の

例
大
祭
前
に
は
神
職
が
神
饌
物
を

飾
り
晴
天
を
願
う
「
祈
晴
祭
」
が

行
わ
れ
る
。
四
軒
町
・
袋
町
・
下

本
町
の
氏
神
で
あ
る
。

創
建
・
不
詳

祭
神
・
大
海
神

見
命

御
神
徳
・
気
象
の
守
護
神

例
祭
・
11
月
2
日

☆
殉
死
の
墓
・
徳
川
譜
代
家
臣
の

墓
（
24
基
）
（
県
指
定
文
化
財
）

釈
迦
堂
境
内
の
西
側
に
殉
死
の

墓
5
基
あ
る
。
三
代
将
軍
だ
っ
た

家
光
が
、
慶
安
4
年
（
1
6
5
1
）

4
月
2
日
の
病
死
に
際
し
、
殉
じ

た
5
名
の
忠
臣
（
殉
死
は
こ
の
時

を
最
後
と
す
る
）
の
墓
で
あ
る
。

他
の
墓
は
、
徳
川
譜
代
家
臣
19
名

の
墓
で
、
墓
石
の
高
3
㍍
を
越
え

る
堂
々
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

中
に
は
家
光
公
の
乳
母
だ
っ
た

春
日
局
の
元
の
主
人
の
稲
葉
正
成

か
す
が
の
つ
ぼ
ね

の
名
前
も
見
え
る
。
当
初
3
列
に

墓
石
が
並
ん
で
い
た
が
御
用
邸
で

使
用
す
る
根
通
川
の
水
の
側
溝
工

事
で
2
列
と
な
っ
た
。
そ
の
際
に

殉
死
の
墓
か
ら
は
立
派
な
骨
壺
が

見
つ
か
っ
た
。
ま
た
墓
石
の
向
き

は
全
て
東
照
宮
に
向
か
っ
て
建
つ
。

西
町
史
跡
巡
り
＆

食
事
会
に
参
加
し
て

星

野

直

子

（
大
沢
東
支
部
）

よ
く
通
っ
て

い
る
１
２
０
号

線
右
手
に
神
社
が
あ
る
事
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
車
で
素
通
り
状

態
で
し
た
。
玄
梅
さ
ん
の
説
明

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
最
初
は

日
光
奉
行
所
跡
・
青
龍
神
社
の

境
内
や
史
跡
殉
死
の
墓
等
い
ま

ま
で
見
聞
き
し
た
事
が
あ
り
ま

◆

見
学
し
た
史
跡

日
光
奉
行
所
跡
（
日
光
市
文
化
財
）→

日
光
真
光
教
会
（
栃
木
県
指

に

っ

こ

う

ぶ

ぎ

ょ

う

し

ょ

あ

と

に

っ

こ
う

し
ん
こ
う

き
ょ
う
か
い

定
文
化
財
）→
青
龍
神
社
（
西
町
五
社
）→

日
光
金
谷
武
家
屋
敷
・

せ
い
り
ゅ
う

じ

ん

じ

ゃ

に

っ

こ

う

か

な

や

ぶ

け

や

し

き

侍
屋
敷
（
金
谷
ホ
テ
ル
記
念
館
）→

釈
迦
堂
と
妙
道
院
跡→

殉
死

さ
む
ら
い
や
し
き

し

ゃ

か

ど

う

み
ょ
う
ど
う

い

ん

あ

と

じ

ゅ

ん

し

の
墓
・
徳
川
譜
代
家
臣
の
墓
（
二
十
四
基
）
（
栃
木
県
指
定
文
化

は

か

と

く

が

わ

ふ

だ

い

か

し

ん

は

か

財
）→

八
幡
神
社
（
旧

社
格
・

村
社

（
西
町

五
社

）→

日

光

は

ち

ま

ん

じ

ん

じ

ゃ

に

っ

こ

う

田
母
沢
御
用
邸
記
念
公
園→

石
造
り
の
簡
易
水
道
・
石
升→

た

も

ざ

わ

ご

よ

う

て

い

き

ね

ん

こ

う

え

ん

い
し
つ
く
り

か

ん

い

す

い

ど

う

い

し

ま

す

磐
裂
作
神
社
（
西
町
五
社
）

い

わ

さ

く

じ

ん

じ

ゃ

せ
ん
で
し
た
。
最
後
は
磐
裂
神

社
、
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

途
中
記
念
写
真
を
撮
り
、
皆
さ

ん
と
和
気
あ
い
あ
い
歩
け
た
こ

と
、
二
時
間
位
で
し
た
が
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

又
、
機
会
が
有
り
ま
し
た
ら
こ

の
様
な
企
画
を
設
け
て
頂
き
、

日
光
市
内
を
散
策
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

玄
梅
さ
ん
、
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


